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千葉大学工学部の前身である東京高等工芸学校には工芸彫刻部※が設置され、

建築や家具、産業製品などに応用される彫刻をメインに教えていました。

寺畑助之丞は1926（大正15）年から工芸彫刻部で教鞭をとります。ソウルで

建築彫刻を手がけた寺畑の経歴が学校の目指すものと合ったのかもしれま

せん。寺畑は学校で指導にあたる一方、彫刻団体、構造社展に出品します。

構造社は1926（大正15）年に結成された、当時珍しい、彫刻をメインにした

在野団体でした。ここではメダルや、建築に付随するレリーフなども出品さ

れており、広く立体造形が発表されました。寺畑は1928（昭和3）年から構

造社に出品し、約7年間作品を発表しました。

松戸市が所蔵している寺畑助之丞の石膏原型のなかには、実際に鋳造された

作品があります。no.42《潮》は神奈川県立高浜高等学校（平塚市）に設置され

ているブロンズ像の原型と考えられています。ブロンズ像は1964（昭和39）

年の高浜高等学校創立30周年の際に制作されました。当時の校長の発案で

学校のシンボルとなる像の制作が決定され、高浜高校の美術教員をしていた

古川恂氏（東京高等工芸学校卒）が自分の恩師だった寺畑助之丞を推薦。寺畑のア

トリエにあったいくつかの石膏原型のなかから本作を選び、これを元にして鋳

造されました。石膏原型自体の年代や制作当時のタイトルは不明ですが、鋳造

後、寺畑の了解を得て《潮》という題がつけられました。ブロンズ像の除幕式

において寺畑は、「この母子像は大海原をみつめて居る母子像であります。大

海原のような大きな幸福を子供の上に願う母の愛情を表現した作品であり

ます」という言葉を残しています。

母子像は寺畑が好んで制作していたテーマです。量感のある躯体と穏やか

な表情からは親子の生命力が伝わってきます。

※1939年造型工芸部に改称、1947年に東京工業専門学校建築科に改組される。
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鋳造されたブロンズ像（神奈川県立高浜高等学校）

「支那にある朱塗の家具を思い浮かべながら、それに金と象牙色の蒔絵を引

き合わせて、ただ其の家具を入れる為の室を造ろうという簡単な気持ちで、

単にそれだけで設計を致したのです」　森谷延雄『小さき室内装飾』1926年

森谷延雄は1920（大正9）年に欧米に留学。イギリス、フランスなどで西

洋の家具や模様を研究し、帰国後、東京高等工芸学校木材工芸科の助教授と

してインテリアを教えていました。

no.29～31《朱の食堂》は1925（大正14）年の国民美術協会第11回展覧会

で発表されたモデルルームの一つです。発表された家具は朱塗の盃台から

ヒントを得たとされますが、施されたハート、クローバーなどの模様や植物

の装飾は西洋由来のものです。また、肘掛椅子は「軽い英国十八世紀初葉の

田舎風の椅子を朱に塗って、どう東洋の気分が出るかとの好奇心」によって

作られたとされ、留学中に培った欧米家具の知識が発揮されています。西洋

と東洋の要素が優れたバランス感覚によって融合されていて、ロマンチック

な雰囲気を作りだしています。

森谷は《朱の食堂》のように、自身の理想を具現化した作品を発表する

一方、1926（大正15）年に「木のめ舎」という家具の団体を結成します。ここ

では一般庶民のための実用的かつ美しい洋風家具の製作と普及が目標とされ

ていました。

将来を期待されていた森谷でしたが、木のめ舎第1回展の開催前日に33

才という若さでこの世を去りました。

今回展示されている3点は2008年に復原されたものです。復原にあたり、

剣持デザイン研究所が森谷の残した図面や色指示、当時発表されたモデルルー

ムを参考に綿密な調査をし、それを元に宮崎木材工業が制作を行いました。

また色付けは東京藝術大学にて田村匡伸氏によってなされ、様々な技術によっ

て当時の森谷のデザインを限りなく忠実に再現したものになっています。
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